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三重大学教育学部附属中学校
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研究概要

各教科における「探究」について

研究主題と 研究の柱



1 研究主題 と 研究の柱

探究活動を中心としたカリキュラムを通して、
生活や社会をきりひらく生徒の育成

研究主題

研究副題
ー 生徒一人一人のウェルビーイングを目指して ー



1 研究主題 と 研究の柱

（１）学校教育目標達成のためのカリキュラム・マネジメント

（２）発達段階に応じた探究活動（総合的な学習の時間）のデザイン

（３）一人一人のウェルビーイングの実現

研究の柱



研究テーマの設定理由

①探究活動を中心として
激しい時代の変化、予測困難な時代となっている今、
　・社会にある様々な問題に目を向け自ら問いを立てて他者と協働しながら解決
　　を図ること
　・多くの情報の中から必要な情報を見極め、それらを正しく理解し情報を再構
　　成し新たな価値を見出すこと
　・多様で複雑に変化していく社会において目的を再構築できるようになること
が求められている。

1 研究主題 と 研究の柱

（１）学校教育目標達成のための
　　　　　　　　　　カリキュラム・マネジメント



「探究」がキーとなる

そのためには......
     「探究的な学習」が不可欠ではないかと考えた

「探究的な見方・考え方を働かせ、……」（文科省、2022）
「探究的な学習の過程を一層重視し」（文科省、2017）
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（１）学校教育目標達成のための
　　　　　　　　　　カリキュラム・マネジメント



豊かな創造性とたくましい実践力をもち、
生活をきりひらく生徒の育成

豊かな創造性 たくましい実践力

生活をきりひらく
「探究的な学習」で実現をめざす！

1

校内研究会において、教員全員で学校教育
目標の捉えなおしを行った。その中で、学
校教育目標を「豊かな創造性」「たくまし
い実践力」「生活をきりひらく」の3つで
捉え、それらをどう解釈するか、どのよう
な姿であるかを議論し合った。

（１）学校教育目標達成のための
　　　　　　　　　　カリキュラム・マネジメント

研究主題 と 研究の柱
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①総合的な学習の時間における探究的な活動について

1

2008年改訂学習指導要領　目標
　(１)自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を
　　   解決する資質や能力を育てること。
    (２)学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体的、創造的に   
            取り組む態度を育て、自己の生き方を考えることができるようにすること。

2022年度からは、高等学校で「総合的な探究の時間」がスタートし、探究的な
学習の重要性が増している。

附属中の探究的な学習の取組を事例の一つとして、他の学校に示していきたい！

研究主題 と 研究の柱

（２）発達段階に応じた
　　　　　　　　探究活動（総合的な学習の時間）のデザイン
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②前次研究の課題より
設定した「資質・能力」において、自ら問題を見出し（問題発見）、それらを探究していく
ときに協働的に活動していくこと（協働）に課題が見られた。

●「問題発見」における課題
　　→テーマが身近なものになっていないために、取り組みに対して主体性が発揮されてい
　　　なかった。そのため、研究がなかなか深まっていかないという実態があった。

●「協働」における課題
　　→他者と協働していくには対話が必要となる。取り組む中で、生徒たちが研究を深める
 　　　ための対話がどれだけできていたかには疑問が残る。また、教師がどのように生徒を
 　　　ファシリテートしていくかが課題であった。

1 研究主題 と 研究の柱

（２）発達段階に応じた
　　　　　　　　探究活動（総合的な学習の時間）のデザイン
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②前次研究の課題より

1

以上、2つのことを前年度の3学期に実施し、今年度を迎えた。

三重大学教育学部の先生方の協力のもと、「『研究』とは何か」「問いの立て方」についての
動画を作成していただいたり、実際に生徒たちに講義を行ったりしていただいた。

教師が研究を深めるための対話をしていくために、NPO法人や企業でファシリテーターを
務める丸毛幸太郎さんをお招きし、校内においてファシリテート研修会を実施した。

課題への手立て

研究主題 と 研究の柱

（２）発達段階に応じた
　　　　　　　　探究活動（総合的な学習の時間）のデザイン
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③今年度の取組
「総合的な学習の時間」での「豊かな創造性」
「たくましい実践力」とはどのようなものか、
「生活をきりひらく」とはどのような生徒かを考
え議論を行った。

「総合的な学習の時間」の目標

1 研究主題 と 研究の柱

（２）発達段階に応じた
　　　　　　　　探究活動（総合的な学習の時間）のデザイン





1

3年間を見通して、「総合的な学習の時間」
に取り組むこととした。
1年ごとの断続的な取組ではなく、1年生か
ら段階的に学習を進め、３年間を通して継
続的に活動を行うようにし、3年間での完成
を目指した。

1年生　スタートアップ期
2年生　ベーシック期
3年生　アドバンス期

③今年度の取組

研究主題 と 研究の柱

（２）発達段階に応じた
　　　　　　　　探究活動（総合的な学習の時間）のデザイン
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年間指導計画を作成し、学校全体で
「総合的な学習の時間」に取り組んでいける
ようにした。
指導計画は作成しているが、生徒のようすから
必要に応じて話し合いを持ちながら進めている。

③今年度の取組

研究主題 と 研究の柱

（２）発達段階に応じた
　　　　　　　　探究活動（総合的な学習の時間）のデザイン



3年間の「総合的な学習の時間の計画



なぜ「ウェルビーイング」なのか

OECDは「経済的成長」だけでなく、「究極的に人々が心身共に幸せな状態（ウェ
ルビーイング）」を作り出すことに移行している。

これからを生きていく子どもたち。
学校教育によって、生徒たちのウェルビーイングの実現に近づけられないか。
探究的な学習（総合的な活動の時間及び各教科の授業で）によって学校での学びと
自身の生活や社会とをつなげることができれば、生徒たちのウェルビーイングに近
づくことができるのではないか。

1

（３）一人一人のウェルビーイングの実現

研究主題 と 研究の柱



本校では、自分の興味から活動を進めることで、今の充実感、自己肯定感を得ていく。
ここで得た力を、これからの将来、地域、未来の自分、社会につなげていくことができ
れば、生徒一人一人のウェルビーイングの実現も可能なのではないかと考えた。

1

（３）一人一人のウェルビーイングの実現

しかしながら、生徒一人一人がウェルビーイングを達成したかどうかを評価していくのは
非常に難しい。アンケートを実施していくだけでなく、成果を見とっていくことが今後は
必要となる。

社会とのつながりや接点をいかに持たせていくか、どのような課題を提示するかが重要

研究主題 と 研究の柱



2 各教科における「探究」について

各教科での議論
①各教科における、「豊かな創造性」「たくましい実践力」「生活をきりひらく」

学校教育目標の「豊かな創造性」「たくましい実践力」が教科においてどのような
資質・能力と言えるのか、「生活をきりひらく」とはどういうことなのかについて、
教科特性も踏まえたうえでどのようなことができるのか、各教科で検討を行った。

各教科には教科の特性を踏まえた学習内容があるため、総合的な学習の時間のように迫る
ことは必ずしも目指されているものではないだろう。学校教育目標と各教科の目標の接点
を探るために、議論を続けていく必要がある。



各教科での議論
②各教科における「探究」について
・何を理解しているか、何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得）
・理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力」
　の育成）

現代社会の諸問題に迫る学習課題（真正な学び）
指導計画・実践・検討

↓
「どのように社会・世界と関わり、よりよい生活を送るか（学びを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力・人間性等」の涵養）
　　→「生活をきりひらく」生徒を育成することにつながり、総合的な学習の時間のよりよい
　　　学びに接続できると考えている。

2 各教科における「探究」について


